
Governor’ s Theme RI Theme

GOVERNOR’S

MONTHLY
LETTER

DISTRICT
2640

2011-2012
vol.11

大澤 德平
2011～ 2012年度ガバナー

カルヤン・バネルジー
2011～ 2012年度 RI 会長

ガバナーメッセージ
ジャパンナイト 写真報告
お知らせ
チェンジメーカー賞受賞クラブ
国際大会参加レポート
ライラセミナー生　久保田大介

国際大会参加レポート
ライラセミナー生　宮口奈菜美



1

ロータリーの兄弟･姉妹の皆さん　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私たちが会員増強に関して話をする時、ロータリークラブ
へ新会員を迎えるということは私たちの仕事の始まりにすぎ
ないことを誰もがよく理解しています。新しいクラブ会員を献
身的なロータリアンに変えるためにはより多くのことが必要で
す。そして、その第一歩は新会員の参加意識を高めるよう
手助けすることです。

クラブでの役割を持つ

　すべてのロータリークラブに所属するすべてのロータリア
ンは、おのおのが単に必要とされているだけではなく、頼りに
されている、ということを知るべきです。一人ひとりのロータリ
アンが、クラブでの役割を持つべきです。結局のところ、私た
ちはなぜロータリーにいるのでしょうか。私たちは良い方向
に変化をもたらすためにここにいるのです。
　そうです。私たちは、ロータリーの奉仕を楽しんでいます。
しかし、私たちは、それだけの理由で、いつもいつもロータリ
ーを優先させることはできません。
　自分たちが影響を与えることができる、生活を改善するこ
とができる、という認識を持つことは、他の仕事よりロータリー
の活動を優先させることにつながります。他人を助ける新し
い方法を見つけること、そして、私たちができる限りすべて
の良い変化をもたらすために――どんなに長くロータリーに
在籍していようとも、私たちすべてが、常にロータリアンとして
成長するように努めなければいけない理由がここにありま
す。このためにも、それ以外のためにも、ロータリーの奉仕を
価値あるものにするのです。

クラブや地区の枠を超えた活動

　新会員であっても、古い会員であっても、私たちはクラブ
レベルや地区レベル、さらにはそれらの枠を超えたところで、
ロータリーの奉仕活動により深く関わる方法を見いだすこと

ができます。「ロータリアン行動グループ（Rotarian Action 
Groups）」は、共通の目的のために、世界中のいろいろな地
域から集まったロータリアンが一緒に活動をするという方法
で、仕事上の専門知識や活動への興味を注ぎ込む絶好の
機会です。皆さんの情熱の対象が「飲み水」「公衆衛生」「
マイクロクレジット」「失明防止」だとしても、「歯科技術」とし
ての専門性を生かしたボランティアや「輸血の仕組みを組
織化する」の手伝いであっても、それらの機会を生かせるの
が「ロータリアン行動グループ」です。もし、自分が希望する
ものがない時は、それを皆さんご自身が結成してみてはい
かがでしょう。「ロータリアン行動グループ」については、国際
ロータリーのウエブサイトwww.rotary.org/actiongroups
で、より詳しく知ることができます。

奉仕活動は個人が決める

　ロータリーは、クラブを基礎としてきた組織です。国際ロー
タリーの目的は各クラブに指揮、命令するためのものではあ
りません。クラブをつなぎ、情報を伝え、支援するための存在
です。それぞれのクラブやそれぞれのロータリアンが、どこで
、どのような奉仕活動を選択するかは、結局のところ、自分た
ちが決定することです。ですから、皆さん、ご自身の意図や
ビジョンに従ってください。あなたの目を世界でのチャレンジ
に向けて見開き、ロータリーで身に付けた強みを使ってくだ
さい。「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」を実
践することで、私たちそれぞれは大きな可能性を秘めてい
るのです。

ロータリアン行動グループ

2011-2012年度 RI会長
カルヤン・バネルジー

RI会長メッセージ
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第一　須らく事業の人たるに先立ちて道義の人たるべし。蓋し事業の経営に全力を傾倒す

るは因って世を益せんがためなり。ゆえに吾人は道義を無視していわゆる事業の成

功を獲んとする者に与せず。

第二　成否を曰うに先立ち退いて義務を尽さむことを思い進んで奉仕を完うせんことを念

う。自らを利するに先立ちて他を益せむことを願う。最も能く奉仕する者、最も多く満

たさるべきことを吾人は疑わず。

第三　あるいは特殊の関係をもって機会を壟断しあるいは世人の潔しとせざるに乗じて巨

利を博す、これ吾人の最も忌むところなり、吾人の精神に反してその信条を紊るは利

のため義を失うよりはなはだしきは無し。

第四　義をもって集まり、信をもって結び、切磋し琢磨し相扶け相益す。これ吾人団結の本

旨なり。しかれども党をもって厚くすることなく他をもって拒むことなく私をもって党する

者にあらざるなり。

第五　徒爾なる角逐と闘争とは世に行なわるべからず、協力もって博愛平等の理想を実現

せざるべからず、しかり吾が同志はこの大義を世界に敷かむがために活躍す吾が

ロータリーの崇高なる使命ここに在り、その存在の意義またここに在す。

以上は、昭和十年頃、日本の傘下にあった当時の満洲、大連ロータリークラブが、ロータリー

精神の昂揚を期して、宣言したものであります。

抽象的表現の“ロータリーの綱領”に対し、一歩ふみこんだものでありましょう。当時、問題と

なり波乱をまき起こしたと言われていますが、約八十年後のいまなお、不滅の名言たる感慨

を深くする。いつの世もロータリーに英気がほしいものだ。

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平

ガバナーメッセージ
歴史は廻る――――不滅の名言
大連ロータリークラブのロータリー宣言
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新入会員紹介
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行松　公仕 様
(堺RC)

1943年5月6日 生

2012年3月11日 死去

橋本　恵治 様
(白浜RC)

1936年2月13日 生

2012年3月23日 死去

訃報
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ＰＨＦ・ベネファクター（2012年3月分）
Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー / 数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ＢＥ・・・ベネファクター
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Rotary E-Club

Sunrise of Japan

2
Rotary E-Club

Sunrise of Japan

米山功労者（2012年3月分）
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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　ロータリアン行動グループ　Ｐ1　　　ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー
バネルジー会長は、新会員を献身的なロータリアンに変えるための第一歩は、新会員の参加意識を高めるこ

と、と述べ、「自分たちが影響を与えることができる、生活を改善することができる、という認識を持つことが、他

の仕事よりロータリー活動を優先させることにつながります」と述べています。

　そして、クラブレベルや地区レベルの枠を超えたところで、ロータリーの奉仕活動により深く関わる方法とし

て、「ロータリアンの行動グループ(Rotarian Action Groups)」を紹介しています。

特集　座談会　職業奉仕を語る　P5～10
「職業奉仕」とは、どのようなものでしょうか。ロータリアン一人ひとりがその意味を考えていることと思います。

今回は、4人のパストガバナーが「職業奉仕」について語りました。

海からの恵み　THE ROTARIAN5 月号　Ｐ18-21
大地震で大きな打撃を被った東北沿岸の漁業も、その被害を乗り越えようとしています。

ロータリー入門　GLOBAL OUTLOOK　特集：ロータリアンのための水と衛生入門
THE ROTARIAN 5 月号　Ｐ37-44

ロータリーの6つの重点分野の一つ「水と衛生」は、世界的に重要な地域的な問題です。発展途上国で慢性

的に問題となっているこれらの基本的なニーズをなぜ解決するのか、7人の水の専門家に伺いました。彼ら

は私たちの考えを変え、世界に変化をもたらすための9つの方法を提供してくれました。

縦組み記事

卓話の泉　Ｐ10-11
災害時の企業の行動・大人の歯磨き・警察署から見た国際空港

例会での卓話を要約して掲載しています。この欄は、各クラブからロータリーの友事務所に定期的にお送りく

ださった会報・週報から、一般的に豆知識として活用いただけるような卓話を選び掲載しています。

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』5月号 地区だより
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地区関連記事

縦組み

横組み 第心は共に13　東日本大震災　　ロータリー、多岐にわたる活動　P11-17　　
2011年3月11日、東日本で起こった大震災以降、多くのロータリアンがその状況に心を痛め、手を

差し伸べようと奔走（ほんそう）しました。その様子を「心は共に」のテーマで、毎号、掲載するこ

とになりました。

P17　津波到達地点を示す石碑建立　堺東RC

日本ロータリー写真館10　Ｐ34-35
今年度からスタートした「日本ロータリー写真館」の第10回です。写真がロータリーを語ります。

1965（昭和40）年1月号掲載写真から、若い人たちのためのロータリーの活動について、紹介し

ています。

P35　御坊RC 源地温勇

この人、この仕事　　資源ごみリサイクルの「クルリンおじさん」　P7-9
松田　洪毅さん（株）松田商店相談役　和歌山東ロータリークラブ

文・池辺　史生　写真・佐藤　敬

職業を通じて会員個人を紹介します。今回は和歌山東ロータリークラブの会員です。

ロータリー俳壇　歌壇　柳壇　Ｐ１２
俳壇

元旦の顔して犬の通るなり 御坊ＲＣ　　　　橋本順子

柳壇

鍵かけた頭に別の部屋がある 大阪金剛ＲＣ　　井出俊太郎

バナー自慢　Ｐ14　　堺フラワーＲＣ

ロータリー・アット・ワーク　Ｐ19-29
トルコ地震被災者に義援金 堺フェニックスＲＣ

企業とコラボで732人にワクチンと笑顔を！ 堺西ＲＣ

第１回子ども囲碁フェスタ・堺 堺北ＲＣ
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「さわやかインタビュー　人間米山梅吉を大いに語る（その１～３）」　湯浅恭三・杉谷武雄　米山記念奨

学会　1986　〔22p〕

◎「大夢翁 土屋元作伝　第一章・第二章」　日出RC編　1996　24p

◎「『奉仕の理想の意味』ポール・ハリス『角砂糖クラブとこんぺい糖クラブ』　斉木亀治郎『常識の意味』米

山梅吉」　辻 忠夫編　D.268　1991　3p 　（ロータリー百話）

◎「ロータリー・ニュースとガバナー昔話」　直木太一郎　神戸RC　1975　79p

◎「ロータリー・ニュース　1981年̃83年」　直木太一郎　神戸RC　1983　99p

◎「前原ガバナー講話集」　D.355　－－　87p 

［上記申込先：ロータリー文庫]

 

◎「ロータリアン福島喜三次傳(日本ロータリーの曙）」　蒲原権編　有田RC　1986　102p

［申込先：有田RC　FAX(0955)43-3140]

◎「ロータリーの本」　森 光繁　今治RC　1978　126p

［申込先：今治RC　FAX(0898)22-3952]

日本の先輩ロータリーアンのロータリー観

文庫通信
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2011－2012年度RIチェンジメーカー賞が決まりましたのでお知らせいたします。

受賞クラブ様には心よりお祝い申し上げます。

RIチェンジメーカー賞受賞のお知らせ

2011－2012年度
RIチェンジメーカー賞受賞クラブ

堺フラワーロータリークラブ

お知らせ
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2640地区 ジャパンナイト

開催日　 2012年5月6日(日)　18：30
会　場　HOLIDAY INN SILOM BANGKOK　（ホリディイン・シーロム・バンコク）
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私がタイの国で初めて関心を寄せたのが、日本製品の多さです。
自動車道では、トヨタ・ホンダ・日産等の日本車、バンコク市内では日本でよく見るコンビニ企業、またスーパーでは日本語で書かれ
た商品が多数見られました。
以前、私は高等学校の修学旅行でハワイへ一度訪問しているのですが、そのときにも日本製の商品と言うのは結構見ることが
できました。
これは日本製の商品が世界的にも高い評価で見られ、扱われていることの証明だと考え、これだけでもなんだか嬉しい気持ち
になりました。

街は昼と夜でガラッと雰囲気が変わっていました。
昼は、一般道では所狭しと車・バイクが並び、長い渋滞を作り、道路横の歩道では、まるで祭りの日かと見間違えるくらいたくさん
の出店が並び、食べ物・飲み物・アクセサリー等が市場を彩っていました。
また、デパートの前では祭壇がいくつかあり、そこで市民が線香を持って拝んでいる姿もあり、流石仏教国タイだなと感心しまし
た。

夜は、車の多さは少し減っただけで相変わらずでしたが、歩行者や市場が増え、深夜までずっと明るいまま賑わっていました。
市場では、日本には無いフレンドリーさを持った商売人が多いように感じ、いつもと違った非日常的な空間が造られ、私は歩いて
いるだけでも凄くワクワクしていたのだと思います。

しかし、車での事故・スリの被害等の違法行為、生活排水を川へ垂れ流ししたり、夜の市場では、深夜だというのに子どもが大
人と一緒に市場で働いていたり、またそこで出た生ゴミの異臭と言った日本との治安の差というのもたくさん見られました。

アユタヤでは、バンコク市内で感じていた近代的なイメージが少なくなり、代わりに歴史的な雰囲気と、テレビの画面から見てい
た仏教国タイの光景が広がっていました。
バスで10分も揺られない内に、次のお寺への移動が続き、タイのお寺の多さを実感していました。
しかも、そのどれもが大きく、どこにも多くの人々が訪れ、線香とハスの花をお供えして拝んでいました。
ひとつ目の寺の中にはたくさんの像があり、その中には体に金箔が張ってある像がいくつかあり、それを購入した紙に貼り付け、
持ち帰るという風習がありました。
高くそびえる塔を登ると、下では凄く暑かったのですが、上では少し強めの風が吹き、気持ちよくなりながら見る景色はとても綺
麗で心が洗われる気がしました。

二つ目の寺では、日本で見たことがあるような像や、中国から伝わってきたという千手観音や孫悟空、三国志で出てくる関羽の
像もありました。
その中で、一番私の気を引いたのが、本堂の一番奥に構えてあった金の巨大な仏像でした。
他の仏像とは比べ物にならないくらい大きく、金色の体は神 し々さを存分に出し、その像の正面にいる参拝者の数は他の場所
の群を抜くものでした。

国際大会

ライラセミナー生

久保田大介
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三つ目の寺では、他の場所とは違い物静かで何か寂しさも感じる場所でした。
配置されている塔のいくつかは地盤沈下の影響で傾き、そこは本当に建物だったのかと思うような場所がいくつもあり、そこに
ある仏像のほとんどが首から上がなかったり、腰まで破壊されているものばかりでした。
それは、戦争で崩れてしまったあとだったり、戦争後、やってきた観光客が首を取っていったりしていたそうです。
しかし、その中で一つだけ顔に木が絡みついて伸びていた、有名な菩提樹がありました。
話に少しは聞いたことがありましたが、実際にその場の雰囲気や景色を見て私は、まるで木がこれ以上仏像の頭を持って行か
せないように外敵から守っている様に見えて、凄く自然の神聖さを感じたように思います。
その場所は、映画などの撮影にも使われているそうで、確かに映画の世界に飛び込んだ気もしましたが、どうしても戦争や洪水
で損傷した痕を見ると、とてもいい気分にはなれませんでした。

最終日の国際大会では友愛の広場での行動が主でした。
会場では、各国のステージや、ロータリーのバッジなどのグッズの販売などで賑わい、またフラッグやバッジの交換、写真撮影とい
った国際間交流も盛んでした。
私は、日本の伝統芸能のひとつであるよさこいソーランを趣味としているのでどうせならと思い、チームの法被で行動させてもら
いました。
もう一人のRYLA生の宮口さんは浴衣で行動していたので、一緒に行動させてもらっているときは、他国の人たちの注目もそこ
そこにもらい、移動中も写真撮影を求められることが多くありました。
こういった振る舞い一つでも日本は周りから注目を集めることが多いと、また身をもって実感できたのでとても嬉しく思いました。

ジャパンナイトでは、琴の演奏や、私の踊っているよさこいと違う、音楽に合わせて物語を取り入れた舞を踊るタイの伝統舞踊を
見させていただいて、そのゆったりとした不思議な動きにまた一つ踊りでの表現の仕方というのを学ばせてもらいました。
残念ながら時間の都合で、私も皆さんも前で踊らせていただくということは叶いませんでしたが、終わった後にたくさんの方に、
法被を褒めていただいたり、見たかったと言ってもらえて凄く嬉しい気持ちになりました。
私たちは呼んでいただけたらいつでも駆けつけますので、いつでも呼んでやってください！

この３日間は休む暇もあまり無いくらいに過密なスケジュールで、ついていくのが大変でしたが、その一つ一つがとても貴重な体
験で、RYLAセミナーで頑張って選ばれて本当によかったと思っています。
引率してくださった全ての人に感謝して、今回体験して感じたことがしっかり生かせるように自チームや、RCC、TENITEクラブ
で活動していきたいと思います。
本当にありがとうございました。

国際大会
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　今回タイで開催された国際大会に参加できたことは、とても貴重な経験になりました。ロータリーのことについてよく知る機会
にもなりました。たくさんのロータリアンのみなさんから色 な々お話も伺え、高石ローターアクトのみんなと共有して活動につなげ
て行きたいです。
　
　２日目の観光では、とてもタイの雰囲気を感じる事が出来ました。ホテルの部屋からタイの町を見たときに私が思ったのは、田
舎と都会がごちゃ混ぜな感じだと思いました。ビルがあったり、高速道路があったりしているけど、民家は昔っぽいなぁと思いまし
た。そして時間はとてもゆったり流れていました。
　ワット・ヤイ・チャイモンコンやワット・マハタートなど何ヵ所かのお寺を巡りましたが、どの仏像もとても穏やかな顔をしているのが
印象的でした。そして蓮の花と線香を供える人 を々いたるところで見かけました。
　仏像の頭が取られてない仏像はとても不気味でした。昔は組み立て式だったので頭だけが骨董品になると持って帰った人
がいたみたいです。
　あと象に乗れたことが日本では出来ないのでとても嬉しかったです。象使いの人は象の頭に乗って足を耳に乗せて上手に操
縦していました。
　タイでは日本料理屋さんを多く見ました。どことなく嬉しく思いました。

　国際大会は色 な々ブースを見て回ることができ、色 な々国の人が声をかけてくれとても満喫できました。私がこのタイで行わ
れた国際大会で思ったことは、人と人との関わりはなにかアクションを起こせるきっかけになると思いました。人と人が出会うのは
何かの縁であり、とてもすばらしいと思います。ロータリーの活動はとても世界と密接に関わっていると感じました。私もロータリア
ンのみなさんを見習い、これからのローターアクトの活動で関わる皆さんとの関わりを大切にしたいと思います。

今回このような機会をご用意いただいたロータリアンの皆様ありがとうございました。

Thailand　国際大会

ライラセミナー生

宮口　奈菜美

アユタヤの象に乗りました！！ 国際大会にて記念撮影しました。
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3 3

11. . 3 3 3 11. . 3 3 3

33 32 0 0 0 1 5 91.43 93.43 8 9 0 1 0 0 5 71.50 88.50

33 33 0 1 0 1 3 96.77 96.79 21 21 0 0 0 0 4 85.72 84.47

13 15 0 2 0 0 4 85.00 87.40 65 67 0 7 4 5 5 89.47 91.50

10 8 0 0 0 2 4 81.30 84.30 32 33 0 1 0 0 3 97.81 97.18

48 47 0 1 0 1 3 79.56 84.02 18 18 0 0 0 0 3 82.35 78.59

15 15 0 0 0 0 4 81.67 85.19 22 24 0 2 0 0 3 97.22 93.42

26 27 0 1 0 0 3 85.19 82.71 29 28 0 2 0 3 5 90.71 83.42

15 15 0 2 1 2 4 94.88 94.52 23 21 0 0 1 2 3 86.67 87.44

15 15 0 0 0 0 4 74.97 82.57 19 21 0 3 0 1 4 78.75 81.92

49 53 0 5 0 1 5 92.54 89.84 16 16 0 0 0 0 5 95.81 94.01

11 10 0 0 0 1 3 90.00 90.04 30 30 0 1 0 1 4 85.83 85.86

27 29 0 2 0 0 5 84.53 89.27 29 28 1 2 0 3 5 75.98 80.52

28 28 0 1 0 1 4 90.45 88.29 19 16 0 0 0 3 5 97.33 87.39

26 29 0 3 0 0 4 55.16 61.13 11 10 0 0 0 1 4 100.00 98.91

48 47 0 2 0 3 5 85.05 83.27 23 35 0 13 0 1 4 99.30 98.00

34 38 0 5 0 1 4 82.68 83.70 15 14 0 0 1 1 5 85.71 85.48

38 39 0 1 0 0 4 68.10 72.70 22 25 0 4 0 1 4 98.00 93.60

60 60 1 2 0 2 4 76.38 78.77 61 63 0 2 0 0 4 79.76 79.69

18 18 0 1 0 0 4 89.44 84.40 13 13 0 1 1 1 5 98.33 95.94

17 17 0 0 0 0 3 94.12 92.78 10 12 0 2 0 0 4 56.30 64.70

18 18 0 0 0 0 4 87.09 87.29 29 29 0 0 0 0 3 80.52 78.16

23 20 0 2 2 4 3 92.42 82.94 16 17 0 1 0 0 4 81.18 82.03

35 32 0 1 0 4 5 79.60 77.20 82 84 0 5 0 3 5 86.13 86.23

27 24 0 0 0 3 4 88.87 86.78 33 46 0 13 0 0 3 81.88 87.60

36 31 0 0 2 5 5 89.26 93.02 48 47 0 1 0 2 4 82.79 84.73

47 44 0 0 0 3 5 92.95 92.18 39 40 0 1 0 0 5 75.15 74.38

14 14 0 0 0 0 3 95.24 98.98 17 17 0 1 0 1 4 84.38 84.59

17 16 0 0 0 1 4 81.25 88.91 64 68 0 5 1 1 3 81.99 82.45

21 21 0 0 0 0 4 100.00 99.79 37 35 0 2 0 4 4 75.37 77.37

16 18 0 2 0 0 5 89.20 88.40 42 44 0 2 0 0 5 90.80 88.71

13 13 0 0 0 0 3 71.80 73.30 39 37 0 0 1 2 4 77.87 85.00

30 26 0 1 0 5 3 97.28 93.33 44 42 0 2 1 4 4 80.40 80.87

22 21 0 0 0 1 4 80.26 82.78 88 86 0 4 1 6 5 82.29 85.38

13 14 0 4 3 3 4 64.00 70.90 29 30 0 1 0 0 5 79.69 85.60

18 17 0 0 0 1 5 57.33 64.76 22 17 0 0 0 5 4 100.00 91.89

28 26 0 0 0 2 5 82.30 81.30 49 51 0 3 0 1 4 84.46 88.25

Rotary E-Club

Sunrise of Japan 4 4 0 1 0 1 3 100.00 100.00

3

1956 154 1970 158 3 3

85.01 2 122 19 101

7 1 3

73
2110 2128

出席報告（2012年3月）
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